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                                                学科名・専攻名 看護学科          

１．教育課程・学習成果に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 

教育課程の編成・実施方

針（カリキュラム・ポリシ

ー）に基づき、各学位課程

にふさわしい授業科目を

開設し、教育課程を体系

的に編成しているか。 

学生の学習を活性化

し、効果的に教育を行

うための様々な措置を

講じているか。 

成績評価、単位認定及び

学位授与を適切に行っ

ているか。 

学位授与方針（ディプロマ・ポ

リシー）に明示した学生の学習

成果を適切に把握及び評価して

いるか。 

教育課程及びその内容、方

法の適切性について定期的

に点検・評価を行っている

か。また、その結果をもとに

改善・向上に向けた取り組

みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記

入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 講じている 
□ 一部講じている 
□ 講じていない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
☐ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目

に 

対する 

現状説明 

看護学科の教育課程

は、保健師助産師看護師

学校養成所指定規則に則

った看護師及び保健師の

養成カリキュラムに加

え、看護学科カリキュラ

ム・ポリシーに基づいた

授業科目を配置してい

る。令和 2 年度の保健師

助産師看護師学校養成所

指定規則の一部を改正す

る省令に基づき、令和4年

度からのカリキュラム見

直し、科目の見直し、履修

令和 2 年度に続きコ

ロナ禍において、効果

的な教育環境を整える

ための措置を講じた。

「看護学部新型コロナ

ウイルス感染症対策ガ

イドライン」を学生に

示し、各ガイダンスで

その遵守を周知した。 

ディプロマポリシー

が反映されているか

等、シラバスを再確認

し、更にオンライン、対

面、ハイブリッド等の

成績評価においては、

シラバスにその基準を

明記し厳格に実施する

とともに、教務委員会、

実習委員会、学生部委員

会等において、学生の成

績及びこれからの学生

の学習への対応等につ

いて審議検討している。

特に、前年度以前や今年

度の前期必修科目に未

修得科目がある学生に

関して、クラス担任やア

ドバイザー教員が情報

第 3 期中期計画 N2022 の理

念・目的に基づき、学生に DP を

達成するための指標や方法を示

し、入学から卒業までの学びの

達成度を、外部アセスメント

（PROG-N）を活用して定期的

に測る仕組みを導入した。今年

度、2 年生は 7 月、4 年生は 11

月に実施し、調査結果と DP を

関連付け、学習効果を可視化で

きるようにした。 

また、半期毎に各学年の GPA

分布図を作成し、学生は相対的

にどの位置にいるかを確認し、

 令和 4 年度からの新カリ

キュラムに向けたカリキュ

ラム改正を学科全体で行う

ことができた。また、学部内

に教務委員会と実習委員会

を置き、教務委員会で各科

目の点検・評価を行い、実習

委員会で各看護学実習内容

の共有、点検、評価を行って

いる。教務委員会では、非常

勤講師が担当する科目の多

くについて、専任教員で担

当を割り振り、非常勤講師

と連絡調整を図りながら各



 令和 3 年度 点検・評価報告書  

2 
 

年次の変更等を行ったと

ころである。さらに、令和

4 年度からは数理・データ

サイエンス・AI 教育プロ

グラム認定制度に適用さ

せるためのカリキュラム

の導入も行っていく予定

である。 

授業方法を明記して学

生が学習方法を理解

し、適切に受講できる

ようにした。オンライ

ン授業では、VTR 教材

の活用、ブレイクアウ

トルーム機能で少人数

の意見交換をするな

ど、アクティブラーニ

ング型授業の展開もし

ている。教員と学生の

双方向のやり取りが十

分できるようチャット

やメールを随時、活用

している。演習科目は

安全を確保した上、実

習棟で実施する等、授

業内容に応じ高い学習

効果が期待できる方法

で行った。臨地実習は、

実習施設の指導者と協

議を重ね、当該科目の

目的、目標に到達する

ために適した様々な方

法で工夫を凝らして実

施している。施設から

の要請で実習前にPCR

を共有し、個別面談を設

けて後期の学習意欲を

高める指導をしている。 

成績不振者への個別面

談では、本学部の再試験

制度を再度確認し、当該

学年の必修科目を確実

に修得することが重要

であることを意識づけ

るとともに、コロナ禍に

おいて孤立しがちな学

生の心理面を考慮して

学習支援行っている。 

 

教員は学生の修学指導に活用

し、特待生の選定にも活用して

いる。 

看護師等の国家試験合格に向

けて、国家試験対策や学習支援

に関する小委員会を設け、国家

試験対策工程表を策定した。模

擬試験や夏期集中講座を実施

し、その結果を把握して活用し、

クラス担任や卒論ゼミ担当教員

が個々の学生に合わせた指導を

行っている。 

各科目担当教員は、双方向の

授業を行う中で随時、学生の学

習状況を把握及び評価し、学生

自身が主体的に学習に取り組む

ことを支援する活動を全教員の

関りをもって実施している。 

科目の学習内容を確認して

いる。特に臨床現場の医師

が担当する専門基礎科目に

ついては、国家試験出題傾

向を踏まえた内容の精選、

依頼を行った。実習委員会

では、COVID-19 により臨

地実習が行えず、学内実習

やオンライン実習に切り替

え、その実践内容を教員間

で共有するための FD を開

催するなど学修到達目標に

向けた取り組みを行った。 

 また、学修成果の可視化

のため、2 年次と 4 年次に

外部アセスメント（PROG-

N）を取り入れている。学生

全体に共通する弱点を強化

するために専任教員間で結

果を共有し、担当科目内で

対応するよう依頼した。 
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検査を行う場合、大学

が費用負担している。 

現状説明

を 

踏まえた 

長所・特

色 

【長所】 

在宅看護及び地域包括

ケアの進展を見据えたカ

リキュラムの一部改正を

行ったが、開学時より1年

次において訪問看護ステ

ーションにおける現場訪

問を取り入れていたた

め、現状の実施内容を発

展させて、地域包括ケア

実習として科目立てする

ことができた。また、数

理・データサイエンス・AI

教育プログラム認定制度

においては、象徴科目で

ある「看護と情報」（1~4年

次）の内容を充実させる

ことで当プログラムの一

部に組み入れることを検

【長所】 

どの授業形態におい

ても、アクティブラー

ニングの実施や VTR

を用いた実践的な演習

など、学生の学習を活

性化する教育が行われ

ている。 

【長所】 

前期の成績評価およ

び単位認定については、

大学の成績、履修に関す

る規程等に基づき適切

に行われた。 

【長所】 

学修成果を可視化するための

外部アセスメント（PROG-N）

を 2，4 年生で実施し、DP を関

連付けた分析結果から看護学科

所属学生の強み・弱みを確認で

きる。 

【長所】 

 カリキュラム改正におい

て、教育課程の見直しを行

うことができた。また、教務

委員会と実習委員会の両委

員会で、適宜情報交換や点

検、評価を行い、学科教員会

に報告している。 
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討している。 

【特色】 

 学修の初期段階で地域

や生活の中での看護を見

学実習することで、看護

に対する視野が広がり、

地域包括ケアを体感的に

学ぶことができるため、3

年次以降の応用実習にお

いても生活者の視点を活

かすことができる。また、

看護師としてのキャリア

デザインを描く際のモデ

ルを持つことができる。 

【特色】 

「看護学部新型コロナ

ウイルス感染症対策ガ

イドライン」を遵守し、

安全の確保をしてい

る。 

【特色】 

成績不振者への面接、

指導等は、学生部委員会

で検討し、クラス担任や

アドバイザー教員が適

切な時期に個々に合わ

せた方法で指導する体

制が整っている。 

【特色】 

学生の状況等について、教務

委員会、実習委員会及び学生部

委員会等で検討するとともに、

外部アセスメントを活用し把握

及び評価することで、より適切

な学習効果の把握が可能とな

る。 

【特色】 

 看護学科は各年次に看護

学実習が配置され、順序性

をもって学修を積み上げる

形になっているため、講義・

演習科目と実習の連携が特

徴である。 

現状説明

を 

踏まえた 

問題点及

び次年度

への課題 

【問題点】 

 COVID-19 により、対

面授業の減少、臨地実習

の中止を余儀なくされ、

看護の基本である患者・

利用者とのコミュニケー

ションや現場から学ぶ機

会の減少が続いている。 

【問題点】 

基礎疾患等を有し大

学への通学及び対面授

業の受講にあたり不安

を有している学生への

配慮も行いつつ実施し

ているため、特に技術

演習の受講について、

授業形態によって学生

の到達度に差が生じる

【問題点】 

評価基準や試験制度

についての理解が不十

分な学生がいる。コロナ

禍において孤立しがち

な学生が、単位認定につ

いての疑問を解決でき

ないままに過ごしてい

る可能性がある。 

【問題点】 

卒業生の DP 達成度を評価し

て可視化する必要があるが、方

法の検討が不十分となってい

る。 

昨年度の PROG 結果を踏ま

えた今年度前期授業の取り組み

を検証し、今後に活かす必要が

ある。 

【問題点】 

 COVID-19 による対面授

業や臨地実習の中止に伴い

学修成果が既存の授業・実

習形態の時に比べてどのよ

うに変化したのか不明であ

る。 
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可能性がある。  

【課題】 

 シミュレーションを用

いた学内技術演習の工夫

や、実習施設の協力を得

て行うリモート実習な

ど、看護技術の習得と臨

地実習に準じた体験の機

会を増やす必要がある。 

 また、数理・データサイ

エンス・AI 教育プログラ

ム認定制度関連科目につ

いて、看護学科の履修と

並行して行えるよう調整

していく必要がある。 

【課題】 

ハイブリッド授業の

実施方法や教育方法の

更なる工夫が課題とな

る。また、必要な機材の

充足、教員がそれらの

機材を活用するために

必要な技術を修得する

ことも課題となる。 

【課題】 

学生の成績に関する

評価、単位認定及び学位

授与の適切な措置等に

ついて、全学生が十分に

理解できる方法を工夫

する。学生が現行カリキ

ュラムの必修科目を配

当年次に確実に修得し、

令和 4 年度のカリキュ

ラム改正以降において、

現行カリキュラムの学

生が必要単位を修得す

る際に不利益が生じな

いようにする。 

【課題】 

卒業生及び就職受け入れ先の

管理者、指導者への調査を実施

し、卒業生の DP 達成度を明ら

かにすることが必要である。 

教員を対象として昨年度の

PROG 結果を踏まえた今年度前

期授業の取り組みに関するアン

ケート調査を行い、その結果に

基づき今後の教育方法を検討す

る。教務委員会にワーキンググ

ループを作り今年度中に進めて

いく。 

【課題】 

COVID-19 による対面授

業や臨地実習の中止に伴う

学修成果について評価する

必要がある。 

新カリキュラムの実施に

よる教育評価を適宜行う必

要がある。 

根拠資料

名 

・2021 年度 学生ハンド

ブック 

・看護学部新型コロナ

ウイルス感染症対策

ガイドライン 

・シラバス 

・2021 年度 学生ハン

ドブック 

諸規則諸規定 

・シラバス 

・東京情報大学第 3 期中期計

画 N2022(2019~2022) 

・2021 年度 学年別看護師国家

試験対策模試日程 

・2021年度国家試験対策工程表 

令和 2 年度 FD プログラム 
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２．学生の受け入れに関する点検・評価項目 

 ① ② 

点検項目 

学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生募

集及び入学者選抜の制度や体制を適切に整備し、入学者選抜を公正に

実施しているか。 

学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っている

か。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行って

いるか。 

自己評価 

（☑を記

入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

□ 行っている 
☑ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

 受験生向け学部紹介パンフレットやホームページ等で提示し、オー

プンキャンパスでの学部説明や教育内容について模擬授業(講義と演

習)を行うことで、受験生と保護者がアドミッション・ポリシーに基づ

いた教育の理解、体験ができる企画を実施している。 

 推薦系入試では、アドミッション・ポリシーに沿った能力を持って

いる、あるいは、入学後に能力の獲得を確信できる受験生を合格させ

るための「グループディスカッション」をグループ面接として課して

いる。面接中に生物基礎の口頭試問を取り入れ、看護基礎教育を受け

るにふさわしい基礎学力を有しているか、多様な考えを受け入れて理

解しようとし、自己の考えや感じていることを適切に表現できる能力

について評価している。 

2017 年度から 2021 年度入学生までの受験形態と入学後の学習進

歩状況(成績)について一元的に管理し、学部長、学科長、教務委員長、

入試広報委員長、指導教員(担任)が成績リストを保管している。GPA

が低いあるいは修得単位数が少ない学生については、入試形態との

関連を観ながら教務委員会が中心に、学修の指導を行っている。 

受け入れの適切性については、総合型選抜と公募制推薦入試に口

頭試問を取り入れ、「生物基礎」科目から問題を作成し、設問への回

答を評価した。学校推薦型選抜（指定校推薦）では、グループディ

スカッションを行うことで①他の受験生の意見を聞くことが出来る

か、②自分の考えを伝えることが出来るか、③テーマに沿って深め

ていく姿勢があったか等の能力について評価を行った。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・来場型オープンキャンパスを年 7 回開催し、教員と事務職員が協力

して企画と運営を行っている。  

・来場者としてオープンキャンパスに参加し、受験に合格して入学し

てきた学生は、教員との関係性もよく、大学生活を受け入れやすい。 

【長所】 

・各学生の成績を時系列で把握している指導教員と、履修科目の出

席状況、履修姿勢、成績を管理している教員で、履修上の課題が生

じた場合に、情報交換と指導分担を行っている。 
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【特色】 

・推薦系入試の合格者は合格発表後に「入学前説明会」を開催し、入

学までの準備学習と入学前学習課題を説明し、初年次教育がスムー

ズに導入される機会を設けている。 

・学生募集方法及び入学者選抜制度や体制をパンフレットやホームペ

ージで開示するとともに、オープンキャンパスの中で説明し、入学者

選抜の公正性を担保している。 

【特色】 

・オープンキャンパスで、志望理由書「テーマ:入学動機や意欲、入

学後の取り組みについて」の意図、記載方法、記載内容を入学後

にどのように実行に移し、評価していくかについて説明し、志望

理由書の意味を考える指導を行っている。また、入学後のキャン

パスライフや学習の特徴について、希望者には個別指導を行い、

自らの学習の動機づけに繋がるフィードバックとしての機会を提

供している。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び

次年度への

課題 

【問題点】 

・昨年度に引き続き 2021 年度は申し込み定員制により来場者を制限

したがオープンキャンパスの開催回数を増やして来場希望者の受け入

れ数を確保した。しかし、規模も制限され在校生と交流する機会を設

けることが出来なかった。 

・総合型選抜(未来創造型)では、「私(たち)が創造する未来の地域ケア」

をテーマに 5 分間の個人でのプレゼンテーションを課している。 

面接担当教員は、受験生ひとりあたり 2 名を配置し、公平性を担保

するために経験知を加味した組み合わせを考慮した。面接終了後に面

接担当教員が全員で各担当の評価とその根拠について意見交換をおこ

なったが、面接担当教員として、プレゼンテーションを聴く能力、質

問する能力、受験生の意識・無意識の表現力をアセスメントできる FD

活動を計画し、実施する。 

【問題点】 

・2021年度は新型コロナウイルス感染症対策として対面授業が制限

され、入試形態、出身校や出身地など、学年を超えた共通の話題に

ついて、学生間で交流する機会を設けることができなかった。 

・オープンキャンパスの設計(人員配置、企画内容、時間配分、意思

疎通・チームワーク)を入試広報課と協力して、より来場者視点に立

った企画への質の向上が必要である。 

・来場者からのオープンキャンパス評価(他大学との比較や来場者の

期待に対する満足度)についてアンケート記載も含めた多面的評価

法の導入が必要である。 

【課題】 

・受験動機が受験生本人、保護者あるいは双方の希望か不明な場合が

ある。また、両親や知人、医療や福祉職に携わる親族の勧めで入学し

てくる学生の中には「専門的学習への主体性」が備わっていない学生

も散見される。 

・自己と他者への人間的関心及びコミュニケーションスキル向上への

【課題】 

・就学上の問題が、顕在化する前の「リスクの発見と対策」及び「潜

在的に存在する可能性のある問題」を共有できる指導教員、科目担

当者、看護師・保健師国家試験対策委員、実習指導担当者の情報共

有システムの整備を進める。 

・推薦系入試合格者に対して、入学までの期間に高校の学習課題の
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意欲は、看護基礎教育の基盤のひとつと考えられるが、「面接」等の入

試だけで判断することは難しい。 

・2020 年度及び 2021 年度は、在学生の協力を得た開放型オープンキ

ャンパスを開催できなかった。この 2 年間の経験と結果に基づき、イ

ンターネットを駆使して、遠隔地からの受験生への学部紹介に活かし

たい。 

振り返りを検討する。 

・各学生の入学前の学力、入学形態、入学後の成績評価について、

経時的、分野別に統合し、一人一人の学生が、自己評価に基づいた

目標設定と課題達成計画を立案し、科目担当教員と指導教員がサポ

ートを行えるシステムを導入する。 

根拠資料名 
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３．教員・教員組織に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 

各学部・研究科等の教員

組織の編制に関する方針

を明示しているか。 

教員組織の編制に関する方

針に基づき、教育研究活動

を展開するため、適切に教

員組織を編制しているか。 

教員の募集、採用、昇任等

を適切に行っているか。 

教員の資質の向上を図るた

めの方策を組織的かつ多面

的に実施し、教員及び教員組

織の改善につなげているか。 

教員組織の適切性につい

て定期的に点検・評価を

行っているか。また、その

結果をもとに改善・向上

に向けた取り組みを行っ

ているか。 

自己評価 

（☑を記

入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

☑ つなげている 
□ 一部つなげている 
□ つなげていない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目

に 

対する 

現状説明 

ディプロマポリシー・カ

リキュラムポリシーに基

づき基盤看護分野・成育・

成人看護分野・地域看護

分野の 3 分野による組織

編制されている。 

指定規則改正によるカ

リキュラム改正、専門領

域間の活動の充実を図る

ため、教員間で組織の見

直しを行い、2022 年度よ

り基盤看護分野、成人高

齢者看護分野、成育看護

分野、地域看護分野分の4

分野に編成することを教

員全体で検討した。  

昨年度の退職教員の補充の

ため4名の教員を新規採用

し、適正な学部の教育研

究、運営が行われるように

体制を整えた。 

また、カリキュラム改正に

伴い、在宅看護学領域の充

実を鑑み2022年度より2人

から3人体制の編成とし

た。 

令和 4 年度、退職予定教

員補充ための教員募集を

採用計画に従い実施し、任

期制教員 4 名、嘱託教員 1

名の採用について承認を

得た。 

1 名の教員が昇格申請

の承認を得て准教授から

教授へ昇格、1 名の教員が

昇格申請の承認を得て講

師から准教授に昇格予定

となった。 

任期制教員の面談、確認

を行い、4 名が専任教員へ

と承認された。 

  

臨地の実習指導者を交えた

ファカルティ・ディベロップ

メント（FD）を 2 回開催し、

各領域の実習指導について

プレゼンテーション、意見交

換を行い、教員・実習指導者

間で教育の質の向上に努め

た。 

各教員が科目ごとの授業

評価アンケートを実施し、教

育改善を行った。 

学科教員会終了後に教員

の研究紹介を定期的に行い、

共同研究の可能性、教員の研

究活動の活性化につなげた。 

任期制教員の面談を行い、

学部の将来構想を踏まえ

て、より適切な組織体制

の改善・構築について検

討している。 

2021 年度から教員の研

究業績、教育活動、社会貢

献の実績をリサーチマッ

プに登録してもらってい

る。また学部の年報を作

成し、教員の各種業績等

について確認する予定で

ある。 
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活動状況を確認し助言・サポ

ートを行った。 

現状説明

を 

踏まえた 

長所・特

色 

【長所】 

領域間の教育活動の連携

が得られやすい。  

【長所】 

学科の教員編成が維持され

る。 

【長所】 

優秀な若手教員の採用、昇

格に伴い教育・研究の質の

充実が期待できる。  

【長所】 

組織全体の教育・研究の充

実・活性化につながる。  

【長所】 

教員の業績について可視

化できる。  

【特色】 

なし 

【特色】 

なし  

【特色】 

優秀な若手教員の採用、昇

格に伴い教育・研究の活性

化につながる。  

【特色】 

教員と実習指導者との連携

により学生への指導体制が

強化できる。  

【特色】 

なし  

現状説明

を 

踏まえた 

問題点及

び次年度

への課題 

【問題点】 

2022 年度成人高齢者看

護分野の教員の欠員によ

り学部教育の質保証が困

難となる事が予想され

る。  

【問題点】 

教員の入れ替わりが多いた

め、組織が不安定になりや

すい。  

【問題点】 

退職予定の教員に対する

新規採用教員 1 名の補充

が行われなかったため、該

当領域の教員の負担が予

想され、継続的に募集が必

要である。  

【問題点】 

充実した FD の継続に向け

てテーマ、内容について検討

する。  

【問題点】 

教員の研究業績確保する

ための研究環境の見直し

をする必要がある。 

  

【課題】 

看護系大学の急増によ

り、今後も教員確保が困

難になる事が予想され、

その方策について検討す

る必要がある。  

【課題】 

教員間で教育・研究につい

て抱えている課題を共有し

改善する必要がある。 

【課題】 

看護系大学の急増により、

今後も教員確保が困難に

なる事が予想され、その方

策について検討する必要

がある。  

【課題】 

・専任教員および臨床教員

の看護実践能力の向上のた

めに、実習病院と看護連携型

ユニフィケーション事業を

導入していく。 

・ヘルスケア実践研究セン

ターにおいて地域との協働

によるヘルスケアに関する

実践研究を実施する。 

【課題】 

教育・研究・組織運営の業

務量を可視化し、適正化

をはかる。  
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根拠資料

名 

2021 年度学生ハンドブ

ック 

2021 年度学生ハンドブッ

ク 

2021 年度採用・昇格書類 

2021 年度 期制職員面談

記録 

2021 年度 教授会資料 

2021 年度実習指導者連絡会

議資料 

2021 年度教授会資料 

2021 年度 任期制職員面談

記録 

リサーチマップ 

2021 年度年報 

 


